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三浦半島の三浦層群より産出した板偲類化石

田中猛

Takeshi Tanaka: Fossil elasombranchs from the Miura Group (Late Miocene-Early Pliocene) 

in the Miura Peninsula, Central Japan 

SUMMARY: This paper is intended as to describe 10 taxa ofelasmobranchs from 9 localities in the Miura Peninsula 

of Kanagawa Prefecture, Japan. The nine localities are 3 formations in the Miura group・ lkeko, Zushi and Misaki . The 

age of the formations are considered as the Late Miocene the Early Pliocene. The remainders of the fauna ar巴com-

posed of the following taxa: Dalatias licha, Pristiophorz s sp., Odontaspidiae gen. et sp. indet., Carcharodon carcharias, 

Isurus hastalis, Isurus oxyrinchus, Carchαrocles mega/odon, Parotodus benedeni、Hemipristisserra, Carchαrト1inus

sp. They can be classified into both extict and recent groups. The elements of elasmoblach fauna of th巴Zushiand the 

Misaki formations are quite similar to those of the faunas of the S巴nhataand the Oiso formations. These faunas are 

characterized by the taxa in the Late Miocene. 

はじめに

神奈川県三浦半島および千葉県房総半島に広く分

布する三浦層群は，古くから両半島の層準対比など

堆積年代について研究されてきた。 房総半島の三浦

層群より産出する大型化石については，千畑層産海

棲動物化石の研究がされてきた。たとえば，軟体動

物化石は，Tomida(1989）があり，板偲類化石は，

上野ほか（I990）が同一個体と思われる lsurus

has tali』の報告を， Yabe& Hirayama (1998）が板鰍

類の総括的な報告として20タクサを報告している。

一方，三浦半島の三浦層群から産出する大型化石

については，Shikama( 1973）があり，板偲類化石

については樽 ・松島（1998）がリ ストをまとめただ

けで，記載まで報告したものはない。今回，神奈川

県立生命の星 ・地球博物館が収蔵する標本（KPM-

NN）および現地調査で採集した筆者が収蔵する標

本（TT-MIU）を検討した結果，属種不明の未定種

を含めてJO種類の板偲類化石が確認できたので報

告する。本報告を行うにあたり神奈川県立生命の

星・地球博物館の樽創学芸員には同博物館が収蔵

する標本を検討する機会を与えていただき 3 また標

本撮影の協力および原稿の校閲をしていただいた。

この場をお借りして厚くお礼申し上げる。
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産出層準

三浦半島の三浦層群の区分，地質年代について

は，蟹江（1996）に従う。それによると三浦半島北

部では池子層と逗子層に，南部では初声層と三崎

層に区分される。地質年代は，上部の池子層，初声

層が前期鮮新世，下部の逗子層， 三崎層が後期中新

世と考えられている。年代決定はナノ化石，有孔

虫，フィショントラック年代などでほぼ同様の結

果が得られている。今回，板偲類化石を報告する標

本の層準は池子層，逗子属 3 三崎層に属する。

産地

産出した板鰐、類化石の産地は以下のとおりであ

る（図 I）。

(I ）池子層

A：横須賀市鷹取町鷹取団地

(2）逗子層

B：逗子市桜山切通し鐙摺不整合地点

c・ 葉山町表柄葉山桜山団地造成地
D：葉山町上山口葉山カン トリークラブ

E：葉山町御用邸岬

F ：横須賀市久里浜久村

G：横須賀市衣笠栄町大明寺裏の宅地造成地

(3）三ii府層

H：横須賀市佐島

l：三浦市三崎町城ヶ島
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図1 化石産地 A 横須賀市鷹取町鷹取団地， B 逗子市

桜山切通し鐙摺不整合地点，C 葉山町表柄葉山桜山団

地造成地， D：葉山町上山口葉山カントリークラブ， E

葉山町御用邸1h甲， F’横須賀市久里浜久村， G：横須賀市

衣笠栄町大明寺裏の宅地造成地， H 横須賀市佐島， J:

三浦市三11崎町城ヶ島

記載

板偲類化石の分類体系については Cappetta

( 1987) , Compagno ( 1984），仲谷（1992）を，現生

種の和名については仲谷（1992）をもとにした。ま

た，歯の用語については久家 ・後藤（1980），矢部 ・

後藤（1999）に従った。

Class Chondrichthyes軟骨魚網

Subclass Elasmobranchii板鯨亜綱

Order Squaliformes Goodrich, 1909ツノザメ目

Family Squalidae Bonapa1ie, 1843ツノザメ科

Genus Dalatias Rafinesque, 1810ヨロイザメ属

Dalatias lie加（Bonnaterre,1788）ヨロイザメ

KPM-NN0000385 （図2-l，産地図 トC）母岩に埋

まったままの状態の標本である。歯根はなく歯冠の

み保存されている。歯冠はほぼ三角形で切縁に，や

や上向き（尖頭方向）の鋸歯を持つ。

KPM-NN0000507 （図2-2，産地図トC）歯根はなく

歯冠のみの標本である。KPM-NN0000385よりやや幅
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広い歯冠を持つがほぼ三角形で、切縁に鋸歯を持つ。

KPM-NN0000385と同様にやや上向きの鋸歯を持つ。

Order Pristiophoriformes Berg, 1958ノコギリザメ目

Family Pristiophoridae Bleeker, 1859 

ノコギリザメ不｜

Genus Pristiophorus Muller & Henle, 1837 

ノコギリザメ属

Pristiophorus sp. 

TT-MlU002 （図2-3，産地図 トI)歯根はなく歯冠

のみの標本である。本標本はノコギリ ザメの眼か

ら先に付いている吻部から遊離した吻赫である。

歯冠は薄く，ナイフ状の形態をしている。切縁に鋸

歯はなく，近心切縁は緩やかにカーブし，遠心切縁

は直線的である。

Order Lamniformes Berg, 1958ネズミザメ 目

Family Odontaspidiae Muller & Henle, 1839 

オオワニザメ科

Odontaspidiae gen. et sp. indet. 

TT-MlUOOl （図 2-4 産地図 卜H), KPM-

NN0000634 （図2-5，産地図 l-A), KPM-NN0000354 

（図2-6，産地区I1-C）今回検討した3標本は全て歯

根がなく ，歯冠のみの標本である。歯冠は細長く直

立する。歯冠舌側面は強く膨らみ，唇側面も少し膨

らむ。歯冠の横断面の形状は円に近くなる。切縁に

鋸歯はなく，また歯冠表面に条線はない。

Family Lanmidae Muller & Henle, 1838 

ネズミザメ科

Genus Cσrchm〆odonMuller & Henle, 1838 

ホホジロザメ属

Carcharodon carchm ias (Linnaeus, 1758) 

ホホジロザメ

KPM-NN0000633 （区12-7産地図 1-A）歯根はな

く，歯冠のみの標本である。歯冠はほぼ三角形で切

縁に荒い鋸歯を持つ。歯冠の舌側面はやや膨らみ，

唇側面は平坦である。歯根は残つてないが，歯冠基

部が直線的であるため歯頚帯はほとんど発達して

いない。

KPM-NN0000684 （図2・8，産地図 トB）歯冠と歯

根の一部のみの標本である。保存状態はあまり良

くないが歯冠の切縁に荒い鋸歯があり，歯頚帯も

ほとんど発達していないc

? Carchαradon carcharias (Linnaeus, 1758) 

KPM-NN0000501 （図2-9，産地図 1-B）歯根の一

部は欠けるが歯冠は完全な標本である。歯冠は三

角形で直立し，切縁は直線的である。歯冠の舌側面

はやや膨らみ，唇側面は平坦である。歯冠基部に歯



頚帯は発達していない。歯冠の切縁を詳しく観察

すると，鋸歯があった痕跡が認められる（図2-9c）。

Genus Isurus Rafinesque, 1810アオザメ属

Isurus hσstalis (L.Agassiz, 1843) 

KPM-NN0000682 （図2-1O，産地区II-B）歯根はな

く歯冠のみの標本である。歯冠は正三角形で切縁

に鋸歯を持たない。歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇

側面は平坦である。歯冠は遠心方向に少し傾く。歯

冠基部に歯頚需：はほとんど発達していない。

KPM-NN0000505 （図2-1l，産地図 1-B）歯設はな

く歯冠のみの標本である。歯冠は二等辺三角形で

細長く直立する。歯冠尖頭は近，遠心方向に傾かな

い。切縁に鋸歯はない。歯冠の舌側面はやや膨ら

み，唇側面は平坦である。

Isurus oxyrinchus Rafinesque, 1810アオザメ

TT-MIU004 （図2-12，産地図 トE）歯根はなく歯

冠のみの標本である。歯冠はほぼ三角形で細長く ，

歯冠尖頭は遠心方向に少し傾く。切縁に鋸歯はな

い。歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦であ

る。

KPM-NN0000137 （図2-13，産地図 トH）歯根の一

部を欠くが，ほぼ完全な標本である。歯冠は遠心方

向に強く傾く。切縁に鋸歯はない。歯冠の舌側面は

やや膨らみ，唇側面は平坦である。

Family Otodontidae Gluckman, 1964 

Genus Carchm ocfes Jordan & Hannibal, 1923 

Carcharocles megalodon (Agassiz, 1843) 

KPM-NNOOOOl 84 （図2-14，産地図 トG）母岩に半

分ぐらい埋まった状態の標本である。しかし，歯根

まで、完全に残っている。舌側面はすべて観察でき

るが，唇側面は一部しか見られない。歯冠の舌側面

は強く膨らむが，唇側面は平坦である。歯冠切縁に

規則正しい細かい鋸歯がある。 切縁は直線的でな

く，ゆるやかなS字のカーブを描く。歯冠は厚く幅

広く，がっしりしている。

KPM-NN0000563 （図3-1，産地図トF）歯根はな

く，歯冠のみの標本である。 歯冠のみで9cmぐらい

あり大型の標本である。歯冠の舌側面は強く膨ら

み，唇側面はほぼ平坦である。歯冠は大変厚く ，切

縁には規則正しい細かい鋸歯がある。歯頚帯は強

く発達している。

KPM-NN0000079 （図3-2，産地区11-H）母岩に付

着した状態の標本である。歯根はなく，歯冠のみの

標本だが，母岩に歯冠の形跡が一部残っており 3 化

石としてはもう少し残っていたことがわかる。観

察できるのは歯冠の舌側面のみである。大型の歯

で歯冠の舌側面は強く膨らむ。歯冠切縁に規則正

しい細かい鋸歯がある。
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Genus Parotodus Cappetta, 1980 

Parotodus benedeni (Le Hon, 1871) 

TT MIU003 （図3-3，産地図 1-1）歯根はなく歯冠

のみの標本である。歯冠は幅広く厚し、。歯冠尖頭は

強く遠心方向に特徴的に傾く。歯根は残っていな

いが，舌側面の歯冠基部が中心に向かつて湾入す

るため歯頚帯が強く発達していたと考える。切縁

に鋸歯はない。歯冠の舌側面は強く膨らみ，唇側面

は平坦である。

Order Carcharhiniformes Compagno, 1973 

メジロザメ目

Family Hemigaleidae Hasse, 1879ヒレトガリザメ科

Genus Hemipristis Agassiz, 1843カマヒレザメ属

Hem伊ristisserra Agassiz, 1843 

KPM-NN0000028 （図3-4産地図 1-D）歯根はな

く歯冠のみの標本である。歯冠はrJ幅広く，ほぼ三角

形で， 厚みはさほど厚くない。歯冠尖頭は少し遠心

方向に傾く。歯冠切縁に大変荒い鋸歯を持つ。歯冠

の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦である。

T寸－MIU006（図3-5，産地図トE）歯根はなく歯冠

のみの標本である。歯冠は細長くほぼ直立し，厚み

はさほど厚くない。歯冠尖頭はわずかに遠心方向

に傾く。歯冠切縁は上半分のみが存在する。近心切

縁に荒い7個の鋸歯が確認されるが遠心切縁には鋸

歯はない。また，歯冠基部の遠心にl恒｜の副岐頭が

ある。歯冠の舌側面は膨らみ，唇側面も少し膨ら

む。

TT-MJUOOS （図3-6，産地図 1-0 ほぼ完全な標本

である。歯冠は幅広く，ほぼ三角形で，厚みはさほ

ど厚くなし、。歯冠尖頭は強く遠心方向に傾く。歯冠

切縁に鋸歯を持ち，近心切縁に4個，遠心切縁に6

個確認できる。しかし，近心切縁に比べて遠心切縁

の鋸歯の方が大きい。歯冠の舌側面は少し膨らみ，

唇側面は平坦である。

Family Carcharhinidae Jordan & Evermann, 1896 

メジロザメ科

G巴nusCarcharhinus Blainville, 1816メジロザメ属

Carcharhinus sp. 

KPM-NN0000551 （図3-7，産地図トB）歯根の一

部は欠くが歯冠はほぼ完全に残る標本である。歯

冠の舌側面は母岩が付着し観察ができない。歯冠

は三角形で直立する。歯冠尖頭は近，遠心方向に傾

かない。切縁には細かい鋸歯があり直線的である。

歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦である。

KPM-NN0000616 （図3-8，産地図1・D）歯冠と歯

根の一部を欠くがほぼ完全に残る標本である。歯

冠は三角形で直立する。歯冠尖頭は近，遠心方向に



傾かない。切縁には細かい鋸歯があり直線的であ

る。歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦であ

る。

KPM-NN0000595 （図3-9，産地図 1-D）歯根の一

部を欠くが歯冠はほぼ完全に残る標本である。歯

冠は三角形で直立する。歯冠尖頭は近， 遠心方向に

傾かない。切縁には細かい鋸歯をがあり，切緑、の半

分ぐらいのところで屈曲するようなへの字を呈す

る。歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦であ

る。

TT-MIU007 （因子lO，産地図トH）歯冠と歯根の

一部を欠く標本である。歯冠は三角形で歯冠尖頭

は遠心方向に強く傾く。切縁には細かい鋸歯があ

り，確認できる近心切縁はほぼ直線的で、ある。歯冠

の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦である。

比較

KPM-NN0000385, KPM NN0000507歯冠のみの

形態は Carcharhinus属と似るが，本種の鋸歯はや

や上向き（尖頭方向）であること，歯冠尖頭付近で

急に細くなり ，歯冠の厚みも大変薄いのが特徴で

ある。Bigelow& Sclu・oed巴r(1948）の現生の歯と比

較した結果， Da/atiaslichα（Bonnaterre, 1788）と同

定した。

TT-MIU002薄いナイフ状の歯冠の形態は Keyes

( 1982）と比較した結果， Pristiophorus属と似てい

るが， Compagno( 1984）によると現生種が4種あ

り，遊離した吻赫で種を同定することはできない

ので，未定種として報告する。

TT-MIUOOl , KPM-NN0000634, KPM NN0000354 

歯冠の切縁に鋸歯がなく，歯冠の横断面が円形な

形態は， Bigelow& Schroeder ( 1948）の現生の歯と

比較した結果，本標本はオオワニザメ科に属する。

本科の現生種は Compagno(1984），仲谷（1992）に

よると 2属 （Odontaspis属，Carcharias属）が知ら

れている。’また，化石属はCappetta( 1987）による

と砂>potodus属など数属が知られているが全てが始

新世以前の属であり，中新世以降は現生2属に限定

される。現生種 OdontaspisferoxとC正1chariastaurus 

は副H交頭の数により容易に区別される。しかし，今

回検討した標本は全て歯冠の主岐頭のみが保存さ

れていて副岐頭が残っていないため，ここで、は属

不明の未定種として報告する。

KPM-NN0000633, KPM-NN0000684 大型で，ほ

ぼ二等辺三角形の歯冠で，切縁に荒い鋸歯を持つ

形態はBigelow& Schroeder (1948）の現生の歯と

比較した結果，Carcharodoncarchαrias (Linnaeus, 

1758）と同定し，顎上の位置も決定した。KPM-

NN0000633 は歯冠の111~がやや広くあまり厚くない
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ため，上顎側歯と判断する。同種の標本が，ほぼ同

年代（後期中新世）と推定される千畑層より産出し

ているが（Yabe & Hirayama, 1998), KPM-

NN0000684の方が鋸歯は荒く，現生種の形態に近

いと考える。

KPM-NN0000501 歯冠の切緑、に鋸歯を持つが，その

形態は現生 仁carchariasと比較して大変弱い。この

ような弱し、鋸歯がある場合， 一般的に次のような3

通りの考え方ができる。①歯冠の刃こぼれ（生時の

岐耗により）できた傷である。②本標本は C

care加riasであり，堆積時の磨耗により，鋸歯が弱く

なった。③本標本はJsurushastalisとCcarchariasの

中間的な形態を持っと考えられる ／。 escheriである。

筆者はKPM-NN0000501の鋸歯について，その間

隔が等間隔で規則的なため①の「刃こぼれ」ではな

く，明らかに鋸歯を持っていたと判断する。また，

②について産地Bの産状ははき寄せで堆積したた

め，磨耗が激しかったこ とも考えられる。それゆ

え，本来の鋸歯の形態が不明で，現生の C.

cαrchariasと鋸歯の形態は少し異なるため，ここで

は？ C. carchariasとして暫定的に報告する。なお，

③については Iescheriの種の定義がはっきりしな

いため，今回は使用しないO

KPM-NN0000682, KPM-NNOOOOSOS大型の歯で

歯冠の切縁に鋸歯を持たない形態はIsurus属と断定

できる。また，歯冠1p高が広いこ とによ り lsurus

has ta/is (L.Agassiz, J 843）と同定した。これはIくuga

( 1985）とも一致する。また，本種は現生種ホホジ

ロザメの先祖型と考えているため， Bigelow & 

Schroeder (1948）も参考に同定した。KPM-

NN0000682は歯が小型で、幅広い歯冠を持つため側

歯と KPM－間対0000505は歯冠幅が狭いため下顎前歯

とそれぞれ推測する。

TT-MlU004，ロM-NNOOOO137大型で歯冠の切縁

の鋸歯を持たない形態は前述と同様Isi仰 s属と断定

できる。また，本標本は歯冠幅が狭く Kuga(1985), 

Bigelow & Schroeder (1948）に記載されている現生

種の形態と似ているため， lsurus oxyrinchus 

Rafinesque, 181 0と同定した。 TT-MIU004は上顎前

歯と KPM-NNOOOOl37はTT-MIU004に比べて歯冠

幅が広く ，尖頭の傾きも強いことにより， 倶lj歯と推

測する。

KPM-NNOOOOl 84, KPM-NN0000563 , KPM-

NN0000079非常に大型で、厚い歯を持ち，切縁に細

かい鋸歯を持ち，副ll交頭がないことにより Agassiz

( 1843）に1Jtし＼，Carcharocles mega Jodon (Agassiz, 
1843）と同定した。なお，本種は歯根が残っていな

くても歯冠の形態で容易に区別が可能である。

KPM-NNOOOO 184は歯冠幅も広く，遠心に傾くため



上顎側歯と推測する。 KPMNN0000563 , KPM-

NN0000079は歯根が残っていないため上，下顎ま

た前，1JJ)j歯の区別は不明である 。

TT-MIU003 Cappetta (1980）と Kuga(1985）に

従い， Parotodusbenedeni (Le Hon, 1871 ）と同定し

た。本種はlsurus属と歯の形態は似るが，歯冠の厚

み，歯頚帯の有無などで容易に区別が可能である。

本属はP benedeni l属 l種である。歯冠の傾きが

強いことから側歯と推測する。

KPM-NN0000028, TT-MTU006, TT-MIU005歯の

形態は Carcharhinus属と似るが，切縁の鋸歯が明

らかに荒く，また歯根の形態も異なるため，Agassiz

(1843), Compagno (1984）に従い Hemipristis属と

同定した。なお，種については木属の化石種

丘serraと現生種H.elongatusの2種があるが， 化石

種の方が通常現生種の約 1.5倍と大きく ，今回報告

する標本はやや大型で、あるため，ここでは化石種

Hemip1 is tis serra Agassiz, 1843に同定した。TT

MIU005はGaleorhinus属とも似るが近心切縁に鋸

歯を持つことにより区別が可能である。KPM-

NN0000028は歯冠幅が広いのでヒ顎側歯と TT-

MIU006は歯冠幅がやや狭いので上顎前歯と TT-

MIU005はKPMNN0000028とTT-MIU006に比べて

小型で歯冠の傾きが強いことから 3 後歯に近い側

歯とそれぞれ推測する。

KPM-NN000055 l, KPM-NN00006 l 6, KPM-

NN0000595, TT-MIU007 Bigelow & Schroeder 

( l 948), Compagno ( 1984）の現生種の歯の形態と

比較してCarcharhinussp.と同定した。Carchαrhin仙 ！

属のサメの歯を今回4標本検討したが，それぞれ，

歯の形態は異なる。しかし，現生種で約30種ある

同属を歯の形態だけで種まで同定することはでき

ないので，すべて未定種と して報告する。 KPM-

NN000055 lは下顎歯と KPMNN00006l6, KPM-

NN0000595, TT MIU007は上顎歯とそれぞれ推測

する。

考察

今回検討した逗子層，三崎層の板組！類化石は

lsurus hastalis, Carcharocles megalodon, Parotodus 

benedeni, Hemipristis serraの化石種（絶滅種）と

Dalatias licha, P1istiophorus sp., Odontaspidia巳gen.et 

sp. indet., lsurus oxyrinchus, Carcharodon carcharias, 

Carcharhinus sp.の現生種が混在している。これは

同じ房総半島の三浦層群千畑層産出の板偲類化石

(Yabe & Hirayama, 1998），産地の近い大磯層の板側

類化石（田 ~1コ ・ 森ラ l996）と比較しても類似性があ

る（表 I）。すなわち，逗子層，三11府層の堆積した

表 1 逗子，三崎，千畑p 大磯属産出の板偲類化石リスト

T二？」竺~ Z us hi & Misaki Senhata Oiso 

Hexanchiade 。
Isistius sp. 。
Dalatias licha 。 。 。
Pristiophorus sp. 。 。 。
Squatina sp. 。 。
Odontapidiae 。 。 。
Carcharodon carcharias 。 。 。
Isurus hastalis ＊ 。 。 。
Isurus oxyrinchus 。 。 。
Carcharocles megalodon ＊ 。 。 。
Parotodus benedeni ＊ 。 。
Galeorhinus sp. 。
Hemipristis serra ＊ 。 。
Carcharhinus sp. 。 。 0 

Yabe & Hirayama (1998）および田中・ 森 （1996）を一部改変してまとめた．

＊：化石種
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後期中新世は板偲類化石の化石種，現生種の移行

期であり，板偲類化石の進化を考える意味で大変

興味深い。

おわりに

今回， 三浦半島の三浦層群の板偲類化石を検討

した結果， 10種類が明らかになり ，それ らの標本

を記載した。これは後期中新世の板偲類化石相の

特徴を示 しており ，板偲類の進化を考える上で重

要である。今後，標本の増加でさ らに詳しい比較検

討を期待する。
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図2 三浦層群産出板偲類化石（l) I Dalatias /icha (Bonnaterre, 1788）舌側面 KPMNN0000385×3.0; 2: Dσlatzas 

lie ha (Bonnaterre ), 1788, a 舌側面，b ：唇側面， KPM-NN0000507×3.3; 3 : Pristiophorus sp. TT-MIU002×3.3 , 

4 ・ Odontaspidiae gen.et sp.indet. a 舌側面，b .唇側面， TTMIUOOI×1.7 , 5 . Odontaspidiae gen.巴tsp.indet., a 舌

側面， b 唇側面，KPM-NN0000634×I.7, 6 . Odontaspidiae gen.巴tsp.indet. 唇側面 KPM-NN-0000354×1.7; 7 : 

Carcharodon carcharias (Linnaeus, 1758), a ：舌側面， b 唇側面， KPM-NN0000633×l.7 , 8 : Carcharodon carcharias 

(Linnaeus, 1758), a ・舌側面，b .唇側面，KPM-NN0000684×1.7' 9 つCarcharodoncarcharias (Linnaeus, 1758), 

a 舌側面，b 唇側面， c 遠心観， KPM-NNOOOOSOJ×2.2, I 0 lsurus has ta/is (Agassiz, 1843), a：舌側面， b : 

唇側面， KPM-NN0000682×1.7, 11 fsurus hasralis (Agassiz, 1843), a ・舌側面，b：唇側面， KPM-NN0000505×

1.7, 12 !surus oxyrinchus Rafinesque, 1810, a：舌側面，b・ 唇側面 TT-MIU004×I.7 , 13 fsurus oxyrinchus Rafinesque, 

1810, a 舌側面， b唇側面， KPM-NNOOOOl37×1.7' 14・Carcharoclesmegalodon (Agassiz, 1843）唇側面 KPM

NNOOOOl84× 卜7.

図3 三浦層群産出板偲類化石 （2) I : Carcharocles megalodon (Agassiz, 1843), a：舌側面， b 唇側面，KPMNN0000563 

×1.7 ; 2・Carcharoclesmegalodon (Agassiz, 1843）舌側而 KPM-NN0000079×1.7, 3 ・ Parotodus benedeni (Le Hon, 

1871 ), a 舌側面，b 唇側面，TT-MJU003×1.7; 4・1-femiprisrisserra Agassiz, 1843, a：舌側面， b ：唇側面，
KPM-NN0000028×1.7 , 5 Hemipristis serra Agassiz, 1843, a 舌側面，b 唇側面，TT-MIU006×l. 7 ; 6 : 1-femipristis 

serra Agassiz, 1843唇側面 TTMIU005×1.7 , 7 : Carcharhinus sp.舌側面 KPM-NN000055I×1.7 ; 8 Carcharhinu』

sp., a 舌側面， b 唇側面， KPM-NN0000616×1.7, 9 : Carcharhinus sp., a：舌側面， b 唇側面， KPM-NN0000595

×I. 7 ; I 0 Carcharhinus sp., a：舌側面，b ：唇側面，TT-MIU007×I.7. 
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図2 三浦層群産出板鯨類化石 (I). 説明は78ページー
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